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■大熊町、南相馬市については、震災発生当時に住んでいた方の帰還を判断するために必要な条件につい
て整理している 

■南相馬市は、「鉄道等公共交通機関の状況」「放射線量の低下の見通し、除染成果の状況」「どの程度の住
民が戻るかの状況」の３項目が同率で５位となっている 

 
＜（参考）前回調査結果＞ 

 
■葛尾村については、「帰還の判断がつかない理由」を使用している 

※複数回答可

1位 2位 3位 4位 5位

双葉町

令和元年度

医療・介護福祉施設の
再開や新設

住宅の修繕や建て替え、
住宅確保の支援

商業施設の再開や新設 除染対策
（被ばく低減対策）

どの程度の住民が
戻るかの状況

n=343 40.5％ 35.6％ 27.7％ 16.9％ 12.2％

大熊町

令和元年度

道路、鉄道、病院などの
社会基盤（インフラ）の
復旧時期の目途

放射線量の低下の目途、
除染成果の状況

住宅確保への支援に
関する情報

どの程度の住民が
戻るかの状況

帰還困難区域の避難指示
解除となる時期の目安に
関する情報

n=556 63.3％ 46.0％ 42.4％ 41.4％ 38.8％

富岡町

令和元年度

医療機関（診療科）の拡充 商業施設の充実 どの程度の住民が
戻るかの状況

介護・福祉施設の充実 放射線量の低下の
見通し、除染成果の状況

n=417 61.4％ 46.3％ 38.4％ 36.7％ 34.3％

浪江町

令和元年度

医療・介護の復旧時期の
目途

どの程度の住民が
戻るかの状況

商業やサービス業などの
施設の復旧時期の目途

原子力発電所の安全性に
関する情報（事故収束や
廃炉の状況）

放射線量の低下の目途、
除染成果の状況

n=925 55.8％ 39.0％ 36.4％ 30.7％ 28.5％

葛尾村

令和元年度

医療機関（診療科）の拡充 有害鳥獣対策の強化 介護・福祉施設の充実 どの程度の住民が
戻るかの状況

働く場の確保の見通し

n=53 47.2％ 32.1％ 28.3％ 20.8％ 20.8％

南相馬市

令和元年度

医療機関（診療科）の状況 介護・福祉施設の状況 商業施設の状況 原子力発電所の安全性に
関する情報（事故収束や
廃炉の状況）

鉄道等公共交通機関の
状況、等

n=214 63.6％ 43.5％ 40.2％ 36.0％ 29.0％

川俣町

令和元年度

医療機関の充実 放射線量の低下の
見通し、除染成果の状況

公共交通機関の充実 介護・福祉施設の充実 どの程度の住民が
戻るかの状況

n=23 43.5％ 43.5％ 39.1％ 34.8％ 26.1％

※複数回答可

1位 2位 3位 4位 5位

双葉町

平成30年度

医療・介護福祉施設の

再開や新設

住宅の修繕や建て替え、

住宅確保への支援

商業施設の再開や新設 更なる放射線量の低減 どの程度の住民が戻る

かの状況

n=383 56.7％ 49.1％ 29.0％ 26.1％ 20.1％

大熊町

平成29年度

道路、鉄道、学校、病院などの

社会基盤（インフラ）の復旧時

期

放射線量の低下の目途、除染

成果の状況

住宅確保への支援に関する

情報

どの程度の住民が戻るかの

状況

避難指示解除となる時期の

目安に関する情報

n=705 71.8％ 52.5％ 50.4％ 50.1％ 45.7％

富岡町

平成30年度

医療機関（診療科）の拡充 商業施設の充実 どの程度の住民が戻る

かの状況

介護・福祉施設の充実 働く場の確保の見通し

n=503 50.7％ 39.4％ 39.2％ 33.6％ 30.0％

浪江町

平成30年度

医療・介護の復旧時期の目途 商業やサービス業などの

施設の復旧時期の目途

どの程度の住民が戻る

かの状況

原子力発電所の安全性に

関する情報（事故収束や

廃炉の状況）

放射線量の低下の目途、

除染成果の状況

n=920 52.9％ 50.7％ 37.8％ 31.3％ 28.0％

葛尾村

平成30年度

避難先の方が、

生活利便性が高いから

医療環境に不安があるから 葛尾村外への移動交通が

不便だから

原子力発電所の安全性に

不安があるから

営農などができそうに

ないから

n=76 52.6％ 51.3％ 42.1％ 30.3％ 30.3％

南相馬市

平成28年度

医療環境に

不安があるから

原子力発電所の安全性

（事故収束や廃炉の状況）

に不安があるから

生活に必要な

商業施設などが元に

戻りそうにないから

介護・福祉サービスに

不安があるから

放射線量の低下、除染の

効果に不安があるから

n=334 61.1％ 53.0％ 51.8％ 40.1％ 39.8％

川俣町

平成30年度

医療機関の充実 商業施設の充実 鉄道など公共交通機関の

充実

どの程度の住民が戻る

かの状況

原子力発電所の安全性に

関する情報（事故収束や

廃炉の状況）
n=22 50.0％ 50.0％ 40.9％ 40.9％ 36.4％

帰還を判断するために必要な条件 

○帰還意向において「まだ判断がつかない」と回答した方が、帰還を判断するた

めに必要な条件として、「医療・介護等の再開」が上位である市町村が多く、

その他「放射線量の状況」「商業施設の再開」「周囲の住民の帰還状況」などが

上位にあげられている。 
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■大熊町、南相馬市については、震災発生当時に住んでいた方の帰還しないと決めている理由について整理して
いる 

■川俣町は、「原子力発電所の安全性に不安があるから」「家が汚損・劣化し、住める状況ではないから」

「山木屋地区外への移動交通が不便だから」「介護・福祉サービスに不安があるから」「高齢者・要介護

者のいる世帯なので生活が不安だから」の５項目が同率で５位となっている 

 

＜（参考）前回調査結果＞ 

 

※複数回答可

1位 2位 3位 4位 5位

双葉町

令和元年度

避難先で自宅を購入
または建築し、将来も継続
的に居住する予定だから

医療環境に不安が
あるから

水道水などの生活用水の
安全性に不安があるから

避難先の方が、
生活利便性が高いから

生活に必要な商業施設
などが元に戻りそうに
ないから

n=893 55.9％ 49.3％ 39.3％ 37.7％ 36.7％

大熊町

令和元年度

すでに生活基盤が
できているから

避難先の方が
生活利便性が高いから

家が汚損・劣化し、住める
状況ではないから

原子力発電所の安全性に
不安があるから

医療環境に不安が
あるから

n=1,252 41.5％ 20.0％ 18.7％ 16.4％ 15.1％

富岡町

令和元年度

すでに生活基盤が
できているから

避難先の方が、
生活利便性が高いから

医療環境に不安があるから 原子力発電所の安全性に
不安があるから

生活に必要な商業施設
などが不足しているから

n=1,436 61.1％ 39.7％ 33.1％ 28.1％ 25.6％

浪江町

令和元年度

すでに生活基盤が
できているから

医療環境に不安があるから 避難先の方が、
生活利便性が高いから

原子力発電所の安全性に
不安があるから

生活に必要な商業施設
などが不足しているから

n=1,944 49.2％ 44.0％ 41.4％ 31.9％ 30.6％

葛尾村

令和元年度

医療環境に不安があるから すでに生活基盤が
できているから

避難先の方が、
生活利便性が高いから

高齢者・要介護者のいる
世帯なので生活が
不安だから

葛尾村外への移動交通が
不便だから

n=93 50.5％ 46.2％ 40.9％ 34.4％ 29.0％

南相馬市

令和元年度

すでに恒久的住宅を
取得したから

すでに生活基盤が
できているから

避難先の方が、
生活便利性が高いから

医療環境に不安があるから 原子力発電所の安全性
（事故収束や廃炉の状況）
に不安があるから

n=318 48.1％ 44.7％ 40.6％ 38.4％ 36.8％

川俣町

令和元年度

医療環境に不安があるから 避難先の方が、
生活利便性が高いから

放射線量が低下せず
不安だから

すでに生活基盤が
できているから

原子力発電所の安全性に
不安があるから、等

n=22 40.9％ 36.4％ 27.3％ 27.3％ 22.7％

※複数回答可

1位 2位 3位 4位 5位

双葉町

平成30年度

避難先で自宅を購入

または建築し、将来も継続

的に居住する予定だから

医療環境に不安が

あるから

家が汚損・劣化し、住める

状況ではないから

生活に必要な商業施設

などが元に戻りそうに

ないから

水道水などの生活用水の

安全性に不安があるから

n=920 54.5％ 49.5％ 46.4％ 41.6％ 40.4％

大熊町

平成29年度

すでに生活基盤が

できているから

家が汚損・劣化し、

住める状況ではないから

原子力発電所の

安全性に不安があるから

放射線量が

低下せず不安だから

中間貯蔵施設の

計画があるから

n=1,555 36.1％ 26.7％ 24.1％ 20.6％ 20.1％

富岡町

平成30年度

すでに生活基盤が

できているから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

原子力発電所の安全性に

不安があるから

医療環境に不安が

あるから

水道水などの生活用水の

安全性に不安があるから

n=1,439 60.4％ 40.4％ 36.2％ 32.4％ 27.4％

浪江町

平成30年度

医療環境に不安が

あるから

すでに生活基盤が

できているから

生活に必要な商業施設

などが元に戻りそうに

ないから

避難先の方が、

生活利便性が高いから

原子力発電所の安全性に

不安があるから

n=1,519 50.1％ 47.8％ 42.3％ 39.2％ 37.9％

葛尾村

平成30年度

避難先の方が、

生活利便性が高いから

医療環境に不安が

あるから

葛尾村外への移動交通が

不便だから

高齢者・要介護者のいる

世帯なので生活が

不安だから

すでに生活基盤が

できているから

n=87 47.1％ 43.7％ 39.1％ 34.5％ 33.3％

南相馬市

平成28年度

原子力発電所の安全性

（事故収束や廃炉の状況）

に不安があるから

医療環境に不安があるから すでに恒久的住宅を

取得したから

生活に必要な商業施設

などが元に戻りそうに

ないから

避難先の方が

生活の便利がいいから

n=378 54.8％ 53.2％ 52.9％ 47.4％ 46.0％

川俣町

平成30年度

避難先の方が、

生活利便性が高いから

すでに生活基盤が

できているから

医療環境に不安が

あるから

介護・福祉サービスに

不安があるから

放射線量が低下せず

不安だから

n=35 54.3％ 54.3％ 40.0％ 37.1％ 31.4％

帰還しないと決めている理由 

○帰還意向において「戻らない」と回答した方が、帰還しないと決めている理由

として、「すでに生活基盤ができているから」「避難先の方が、生活利便性が高

いから」「医療環境に不安があるから」などが上位にあげられている。 


